






　県内全ての幼稚園等を対象とした「幼児教育に関わる

実態調査（宮城県）」では，接続期のアプローチカリキュ

ラム作成に取り組んでいる保育所，幼稚園，認定こども

園等の全体の割合は，令和３年度66.4%（前年度比＋

12.0ポイント）となり，接続期カリキュラム作成への

取組が着実に広がっています。

　また，小学校との連携については，就学時の事務引き

継ぎ以外にも小学校教諭と意見交換会をしたり，小学生

と幼児が直接交流をしたりしていると回答した割合が

半数以上ありました。










